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横浜市の組織

ハード系部局

環境創造局・・・みどり、公園、農地、下水

資源循環局・・・廃棄物減量、資源化

建築局・・・・・開発、公営住宅、住宅地まちづくり

都市整備局・・・都心部整備、交通政策・鉄道

道路局・・・・・駅前広場、バス交通、道路整備

港湾局・・・・・港湾整備、港運営
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住宅再生課のしごと

誰もが住みたい、住み続けたいと思えるまちづくり

持続可能な住宅地
モデルプロジェクト

4つの地区
企業・大学と連携
高齢化・環境問題などの課
題解決を図るまちづくり

団地管理組合支援

アドバイザー・コーディ
ネータ派遣
バリアフリー化支援
管理組合情報交換会

郊外住宅地の課題解決のために

高齢化

建物の老朽化

コミュニティ
の希薄化
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人口の急増
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データの種類: 実績 (1940-2010), 推計値 (2010-2035),  参考値 (2035-2060)

横浜市の人口推移
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青葉区たまプラーザ駅北側地区
～東急電鉄との連携～

持続可能な住宅地モデルプロジェクト

地域の課題解決 まちづくりのモデルを

緑区十日市場周辺地域
～市主導による土地活用～

相鉄いずみ野線沿線地域
～相鉄グループとの連携～

磯子区洋光台周辺地区
～UR都市機構との連携～
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持続可能な住宅地モデルプロジェクト

公共空間の
創出・活用

まちの活性化

ハード整備
人と人との

つながりづくり
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相鉄いずみ野線沿線地域～南万騎が原駅エリア～

公民連携の拠点

サインプレートお披露目会

イメージ 拠点での活動

南万騎が原駅周辺リノベーション
プロジェクト
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相鉄いずみ野線沿線地域～南万騎が原駅エリア～
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相鉄いずみ野線沿線地域～南万騎が原駅エリア～
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相鉄いずみ野線沿線地域～いずみ野駅エリア～

いずみ野駅前リノベーションプロジェクト

いずみ野マルシェ



11

相鉄いずみ野線沿線地域～いずみ野駅エリア～
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相鉄いずみ野線沿線地域～いずみ野駅エリア～
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十日市場町プロジェクト

2016年6月18、25日（土）
7月 2、9日（土）

10：00～12：00
ＪＲ「十日市場」駅前
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20街区

至 十日市場駅

～まちかど広場～

ミニスーパー
生活利便施設

コミュニティスペース

保育園
コミュニティカフェ
訪問介護事業所
デイサービス

コミュニティスペース

シニア住宅（２１３戸）
・サービス付き高齢者向け住宅（１８１戸）
・横浜市高齢者向け優良賃貸住宅等（３２戸）

戸建住宅
（予定）

リビングテラス
８９戸

サニーテラス
１２９戸

ガーデンテラス
９３戸

分譲マンション（３１１戸）
・サニーテラス（１２９戸）
・ガーデンテラス（９３戸）
・リビングテラス（８９戸）

21街区

十日市場町プロジェクト



エネルギー
マネジメント

企業等

エネルギーの
マネジメント

企業等
住民

地域団体

横浜市

【周辺地域等】

まちづくりの啓発、人材
発掘、事業検討 等

連携

活動のマネジメント

コミュニティスペースを活用し
た交流型イベントの実施 等

地区内住民

(賛助会員等）

タウンプロデューサー等

【開発区域】

企業等

■「環境」「住まい」「活動」をトータルで考える仕組みづくり

大学・専門家

初動期(5年）
開発地区中心

展開期(5年）
各種団体との連携開始

発展期（10年）
活動エリアの拡大

サポート

住まいの
マネジメント

企業等

連携

連携

連携

連携

■長期的な取組イメージ

十日市場町プロジェクト コミュニティマネジメントの実現


